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                           平成１６年４月１日 

                           規 則  第２３号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人鹿屋体育大学就業規則（以下「就業規則」という。）

第１０条第２項の規定に基づき、国立大学法人鹿屋体育大学（以下「本学」という。）

に勤務する職員（教員を除く。以下同じ。）の出向に関し必要な事項について定めるも

のとする。 

 

（定義） 

第２条 この規則において「出向」とは、あらかじめ職員の人事交流について協定し、又

は個別に交流契約を取り交わす国立大学法人等において、職員を本学に在籍のまま、当

該国立大学法人等の長の指揮の下で業務に従事させることをいう。 

 

（出向の決定） 

第３条 本学が職員に出向を命ずる場合は、出向の目的、出向先の職種及び職務内容並び

に期間等を明示し、当該職員の同意を得て行うものとする。 

 

（勤務条件） 

第４条 出向者の服務、勤務時間、休日及び休暇等の勤務条件は、出向先の定めるところ

によるものとする。 

 

（出向期間） 

第５条 出向期間は、原則として３年以内とする。ただし、出向目的及び出向先での業務

等を勘案し、本学が必要と認める場合は、出向者の同意を得て更新することがある。 

 

（給与の原則） 

第６条 出向者の給与の決定は出向先の定めるところによるものとし、出向先において給

与の支払いを受けるものとする。 

 

（勤続年数） 

第７条 出向者が出向先において勤務した期間は、本学において勤務したものとみなして

取り扱うものとする。 

 

（福利厚生） 

第８条 出向者の福利厚生、健康管理等については、出向先の定めるところによるものと

する。 

 

（社会保険等） 

第９条 出向者の共済保険、雇用保険及び労災保険については、出向先において加入する

ものとする。 
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（復帰） 

第１０条 出向者が次の各号のいずれかに該当する場合は、本学に復帰させるものとする。 

(1) 出向期間が満了した場合 

(2) 出向期間中に退職する場合 

(3) 出向先の就業規則による解雇、懲戒及び休職の事由に該当し、出向先より要請のあ

った場合 

(4) その他本学が特に必要と認めた場合 

 

（その他） 

第１１条 出向先の事情その他特別な事情によりこの規則で処理し難い場合は、本学、出

向先及び出向者で協議のうえ、その都度定めるものとする。 

 

 

附 則 

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 
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